
２年生 生活科「広がれわたし」  

 生活科の「広がれわたし」の学習が始まりました。この活動を通して、 

自分の成長に気付くとともに、これからの生活に意欲をもつことをねらい 

としています。子どもたちは、持ってきた写真や使っていたおもちゃなど 

を見せ合いながら、自分の成長の様子をまとめています。 

自分の成長には、さまざまな人の支えと愛情があったことに気付き、自 

分のよさに気付いたり、感謝の気持ちをもったりすることができるように 

したいと思っています。 

３年生 図工「いろいろうつして」 

 図工の学習では、「いろいろうつして」という単元で、版画に取り組 

んできました。はんの材料は単元名から、いろいろな材料を組み合わせ 

ながら作りました。子どもたちは「あーでもない、こーでもない」と試 

行錯誤を繰り返しながらやっとの思いではんを作り上げていました。 

 出来上がったはんに好きな色をのせて摺ってみると「ワ～きれいにう 

つせたー」「うーん、はっきり形が出ないなー」などと熟考しながら作 

品にすることができました。この繰り返し考え、直して、また行って、 

少しずつ学習とともに成長してきたこの１年でした。 

1 年生 生活科「ふゆとともだち」 

 生活科の「ふゆとともだち」の学習の中で、コマやお手玉、けん玉、 

だるま落としなど、昔から伝わる遊びにも親しみました。 

「ぼく、お手玉得意なんだよ！」「〇〇さん、けん玉が上手だね！」 

「コマにひもを巻くのが難しかったけど、友達が手伝ってくれたよ。」 

「初めて回せた！」など、自分や友達の良さに気付きながら、楽しく 

活動することができました。 

 

４年生 子ども服が世界各地へ届けられました！ 

 子どもたちが総合の時間に取り組んで集めた子ども服。先日、無事に 

難民の子どもたちへ届けられたとの報告がありました。いろいろな国の 

子どもたちが笑顔で服を受け取る様子の写真を見て、「喜んでもらえて 

嬉しい」「もっと送りたい」など、子どもたちも達成感を感じたようで 

した。また、校内の多くの人が協力してくれたことがとても嬉しかった 

ようで、代表の子どもたちが活動の報告と感謝の気持ちを朝会で伝え 

ました。４年生は活動のまとめとして、これからも自分が取り組んでい 

けることを考えて意見文を書いていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動 
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５組 学習発表会 「友だちいっぱい 二俣川」 

昨年度に引き続き、今年度の学習発表会も一同に会しての発表は見送られ、 

万騎が原中学校ブロックの小学校４校で DVD を交換し、互いの取組を紹介する 

こととなりました。今年は、二俣川地区のことを他の学校のみんなにも知らせ 

たいという高学年の思いを受け、まちたんけんをして気づいたことを動画にし 

ました。昨年度の経験を生かし、今年度は撮影も編集も５年生が中心になって 

行いました。まちたんけんと学習発表会を通して、自分たちのまち「二俣川」 

を大切に思う気持ちをもち続けてほしいと思います。   

 

６年生 卒業制作 

 図工では、卒業制作の写真立てづくりを行っています。卒業をイ 

メージしたり、６年間の思い出を表したり、様々な工夫を取り入れ 

た作品が出来上がっています。色付けでは、自分のイメージに合う 

ように、絵の具やポスターカラーなどから選んで、色塗りをしました。 

 完成した作品は家庭に持ち帰りますので、思い出の写真を入れて、 

飾ってください。 

 

５年生 卒業お祝いパーティー 準備 

 ２月１５日のなかよし活動では、３月９日に行われる卒業お祝いパー 

ティーに向けての準備を行いました。来年度最高学年になるための準備 

となる活動の一つです。卒業お祝いパーティーの流れの説明、考えた遊 

びの説明、そして寄せ書きを１～４年生に書いてもらうなどの活動を５ 

年生が中心となって進めていきました。どの子も寄せ書きを書くときに 

は、となりに座ってなかなか書き進められない子に優しい声かけをして 

いました。残りの一か月でさらに、６年生に向けての気持ちを高めてい 

きます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童支援専任より  

 ２月３日は「節分の日」です。私自身鬼のお面をかぶって鬼役になり、家族が「鬼は外」「福は内」と大

きな声で唱えながら豆まきをしました。節分は立春の前の日で、冬から春への季節の変わり目の行事です。

「鬼は外」の掛け声とともに豆をまくのは、豆の霊力で災いをはらうという意味があるそうです。 

新しい年を迎えたと思ったのも束の間、あっという間に年度末を迎えました。学習面も生活面も、一 

年間の総まとめの時期です。コロナ禍であらゆることが例年とは違う中、二小の子どもたちはどの活

動にも一生懸命に取り組んでいたと思います。そのような中で、うまくいかなかったことを振り返る

ことも大事ですが、よかったところにしっかりと目を向け、より前向きな生活を送っていくことこそ

大事だと考えています。豆まきのように災いをはらい、家庭にも学校にも、そして何より自分自身に

も福をたくさん呼び込めるようにと心から願っています。 


